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生活保護制度を良くする会 

ニュース   
裁判へのご支
援・ご協力を! 
 2016 年 0５月２０日 ８９号 

５月１２日の新・人間裁判の第２次提訴の記

者会見での田村欣英さん（３１才・札幌市中

央区）の新原告を代表しての決意表明を紹介

します。 
 

こんにちは。私は札幌市

中央区で生活保護を受給

している田村欣英・３１才

です。 

私は母ひとり、子ひとりの

母子家庭で生活保護を受給していました。母

は体が弱く私も病弱でした。母は３年前に亡

くなり、私は単身で病院へ通院しながら生活

保護を受給しています。 

小学校、中学校の頃は生活保護ということ

が良く解らずにいましたが、支給していただ

ける事は、本当にありがたい、日本に生まれ

て本当に良かったと感謝しております。支給

額は生きていけるか、どうかギリギリの金額

ですから、ノビノビと勉強するも事も出来ず、

物心が付く前から、そして今もなお、貧困か

ら抜け出せずに苦しんでおります。 

私は小学校、中学校時代に生活保護家庭と

言う理由で虐められた事もありました。生ま 

れつきの虚弱体質に加えて、いじめもあって

上手く学校に通うことができず、学校の学力

が付いていない事もあり、定時制高校へ入学

する事になりましたが、学校になじむ事が出

来ず高校を中退しました。その後直ぐにアル

バイトも含む就職活動に専念しましたが、中

卒ではなかなか見つからず、自分に対しても

働ける職場を見つけることの出来ない無念な

想い、そして福祉事務所からの非常に高圧的

な指導で身体を壊してしまい入院した事も重

なって、結局は就労出来ませんでした。 

２０１３年８月と２０１４年の４月。そし

て２０１５年の４月と３回の保護費が改悪さ

れ、金額がグっと下がりました。２０１３年

７月の基準額でも生きていけるか、行けない

かのギリギリの金額。それなのに、３回の引

き下げで更に生きていくにも厳しくなり、常

識や教育を身につけたり、就職活動に専念す

るお金や自立に必要な資格を取ったりスキル

を身に付ける為の資金も捻出することなどが

困難になりました。 

私たちは決して贅沢をしたり、楽な生活を

送りたい等とは思っておりません。人並みで

も、普通の人と同じような生活の基盤と土台

に立って、同じように自分の人生を生き甲斐

のあるものにして生きて行きたい。それだけ

です。しかし、基準が下げられ、その夢は更

に遠のきました。この引き下げは私たち生活 

保護者だけではなく、労働者や年金生活者も

含めて更につらい状況へ追い込もうとしてい

ます。 

私のような貧困に生まれ、貧困の中で育つ

子供たちを絶対に作りたくはない。貧困の連

鎖を断ち切り、私自身も救われたいです。い

つか、雇用が安定している社会に出て、皆さ

んと同じように職場で肩を並べて仕事がした

いのです。 

私は原告として生活保護を受けている自

分の為だけではなくて、生活保護を受けてい

る全世帯の人の為にも、そして今なお生活保

護を受けずに苦しむ方々の社会保障や雇用、

いわゆる最低賃金の向上や社会福祉向上の為

にも全力で戦う決意です。皆様にもご協力頂

ければ心から幸いと思っております。 

どうか宜しくお願いします。 
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